
＜ＪＲＣ委員会：潮見ふるさとづくり＞ 

ＪＲＣ委員会では、学校創立 150周年を記念して、 

「ＪＲＣ委員会が 100年後も残したい今」をテーマに 

写真展を企画した。潮見小学校の宝である「目の見え 

ない犬ダン」や「イトスギ」をはじめ、子どもたちが残していきたい学校の様々な風景

の写真を撮り、メッセージを添えて作品にした。この活動に当たっては、潮見地区まち

づくり協議会から写真家を招き、写真撮影のルールやうまく撮影する方法を学んだ。

それらの作品は、多目的室にブースを 

設けて展示し、全校のみんながいつで 

も見ることができるようにした。また、 

12月末から２月まで潮見公民館にも展 

示し、地域の方にも見てもらうように 

した。                 【写真撮影の講話】 【ＪＲＣ委員会の活動】 

 

＜ＪＲＣ委員会：イタリアとの交流＞ 

150周年を記念して、イタリアの赤十字社との交流も行った。まず取り組んだのは、

子どもたちが育てたコスモスの花で、学校にあるイトスギの大木の周りを囲む活動で

ある。60 年前にイタリアの赤十字社から送られた苗から大きく育ったイトスギが、ひ

とりぼっちにならないようにという子どもたちの気遣いであった。そのコスモスから

とった種をラッピングし、イタリアの赤十字社に送った。他にも、60 年前にイトスギ

を潮見小学校にいただいたお礼の手紙と 150 周年記念写真展の手作りの冊子、イトス

ギの紙芝居の英語版を送った。 

こうした活動を通して、学校から地域へ、そして世界へと子どもたちの思いや願い

が広がった。 

 

 

  

  

   

【イタリアへ送ったコスモスの種と記念写真展の冊子】  

 

 

 

 

令和６年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【潮見小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

（学校の写真） 


